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要旨 中国医学E特叫は 「弁証施治」と「整体観念」である 日常の臨床では凹診(望・ fìfl ・悶・切 )

Kよって得られた生体情報を 中国医学の理論!ともとついて総合的K処理し「証」を決定してい る と

く ι中医診断にお吋る舌診 1 ;1， r証J 決定において非常ι重要な要因となっている

そ ζ で舌診の喪因分析を行ない舌質白色沢 l 舌苔の色沢 I 舌のilli動，部位の変化舌苔の叫状!舌の

形態の諸要因を抽出 した ついで客観化白対象として舌の色沢をとりあげ，デジタルカラーメータを

応用 した定iil分析法について検討した

その結果。 鍛灸臨床におけ る 悦'îi: 1乙 よ る孟診(視感比色)の妥当性を うらつけると と も I[ デ ジ タ ル

カ ラ メ タ(光電比色)が舌診の客観化に有用であるという結論を得た

Objectification of Observation of The Tongue on Acupuncture Medicine 

Akisada MARUY  AMA , Tadashi Y ANO , and Kazu MORI 

Departmenl 01 O，. ien佃l Medicine. Meりi College 0/ Orientα l Medicine 

Summary; Cha rac te l'Îs ti四 of Chinese medicine are "determinat�on of trealment based 011 

出edifferentiat.ion of sym p凶ms and signs" and "lhe con凹pt regarding the human body as a 

whole." In routine c1絜ical cas田町国 1 ﾎnformations obtained by four itcms of examinations 

Ci nspec tion , auscuJtation and smelli ng , hisLory and palpatﾌon) are synthesized based On the 

theory of Chinese medicine for determining t.he "syndrome." Particula rl y , observation of 

the tongue is a ver'y important factor in the traditional Chinese medicine 

The findings of the tongue were checked on various elements. for example , Luster. 

colo r , fur , movem cnt , changcs in s i 同 ， and form of the tongue. The authors picture the 

tongue with co1or fi1ms and 山叩 l uster and color were monitored ¥¥'ith a photoe1ectric color 

imeter (工80 color measuring system. Nippon Oenshoku) 

The quantitative analysis of lustor and color of the tongue was performed by the visua1 

co1orimetry and the photoelectric co1orimetry. The resu1ts proved to be useful to objecｭ

tify the findings obtained 

Key Words 誠灸医学 Acupuncture fvl ed icine，心診 ObS(>f'vation of the tongue 

弁証 Differentiation of symptoms and signs 
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22 錨灸医学における舌診の客観化について

l はじめに

中国医学の特性は「弁証施治」 と 「整体観念J

である 日常の臨床では四診(望白聞，問 . 切)

によって得られた生体情報を中国医学の理論K基

ついて総合的 11:処鹿し 「証J を決定 している

古来四診法は長い臨床実践によ り体得できるとさ

れ，とくに望診(舌診) と切診 (脈診)は診断過

程が被雑微妙であるだけに客観化が困難であると

されてきた 。 なかでも中医診断における舌診は

「証」 決定において非常に重要な要因となってお

り 舌体(質)と舌苔が複雑に関係しあうため経

験による臨床能力がもっとも要求される診断法で

ある

そ乙で事者らは舌診客観化の第一段階として舌

苔の見られない イ ヌ及びヒトを対象と l. 写真 IC

よる分析法とデジタルカラーメ ← タを用いた舌質

の色沢の定量的訓11定を行ない I その妥当性につい

て検討する ζ ととした

E 中医学における舌診過程の解析

1 )舌診の理論

中医学における舌診の理論は I 舌 と !股1I腎と経脈

の相互関係から成り立っている 7 ， 8 . 1 引

‘舌為心之箇 ‘牌之外候'といわれ I 舌と

!磁附は経絡を通 して直妓 1 間接 1<:臓騎とつながっ

ている 乙のため体内の服怖の活動状態がそのま

ま舌上 11: 1)(.映される

特IC舌と関係の深い経脈Kついては。霊枢 ・ 経

脈篇 IC記載されている通り手の少陰心経が舌 11:辿

なり舌下IC散り I 足の少陰腎経が舌本を侠み!足

の阪陰肝続が舌本Iζ.iiliなっている このほか経筋

の関係として足太陽の筋は舌本1 '-連絡し。手少陰

の筋も舌本に入ってい る 1,3 . 10) 

また搬出f学説〈盟論) Iこ よれば舌と関係の深い

臓腕は心と 11中である 心は胸中に位置 し ， JL、経の

別絡は舌に上行する 乙のため心の気血も上行し

て舌 11:通じてし、る 干合方 ・ 心臓脈論にも活者

心の官. I直心気通子舌. (舌ハ心ノ官，故ニ心気

舌ニ通スソレ)とある 乙のために心に病変があれ

ば，舌体上に反映される 心血不足の時には舌質

表 1 中風患者における舌白井証(天津中医学院

石学敏、 韓景献 、 丸山彰貞による ) 

中怪診断 舌苔 舌質 弁書E 西医診断

薄白 談紅 気血両虚

巾風先兆 白脈 紅或淡紅 R~l虚湿感

主証状 牌虚浪{I~ 脳血管

肢体不利 黄賦 者工 化熱疲混 機能不全

内問

肝陽 仁充

薄白 淡孝T或紅 疾湿中阻

肝随上凡

黄蹴 紅有歯痕 日時波探盛

中 経絡 疲極{ι執 脳血栓 ・

主庇状 肝陽上凡 小而簡の

失白m 黄.W;\\ 車上 筏晶内~ll 脳出血

半身不遂 傷津耗液

小苔或無
車工或裂紋

肝腎陰眠

苔 陰波大!l，l

黄白相兼 暗紅
疾t車内盛

気血間帯

気血曜日員

白q~ 淡紅
fi1 風内町J

疾湿内盛

問阻11)依

疲溺!化執

中脇市J 員1胤 紅舌巻縮 問問心薮

主証状 肝囲内動

昏'it 除虚陽凡 脳出血

l出{本平再lJ 黄秘燥 紅舌巻縮 津波粍傷

言詰陣苫 熱人J心包

前h植 読熱互結

黒拭頃 紫紅
熱邪内盛

熱入'L、包

肝風内動

小苔或~~
紅有裂紋

肝腎陰f主

苔 陰液大{封

湖ヨ 談或淡紅 気印両日量

自制 談紅或紅
牌虚ð;[~

後遺症 綴湿中間

主，\Jf.:状 疲混同様 脳血管病

l'身不遂 覧車I 示T或暗紅 肝臨上冗 後遺症

言語障苫 気血msi::~

小苔或無 紅或有裂 肝腎陰眠

苔 紋 津波大白
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が淡白に i 心火上炎では品| 或いは舌体の腹側がみ

られ 1 心 l(u1ll阻では舌質紫暗あるいは傍点 - 1Il施

が出現する 熱入心包。絞迷心薮では神昏論語，

舌強語裂が出現する このように心の生出機能 1

病問変化は舌に影響するため 込心開彼千舌'

‘舌為L、の苗'といわれている脚は口にIJr.J妓1..，.

その事は唇にあるとしている 霊枢・脈l立篇 11:

‘牌気通干口 枠和則口Ti~知五谷笑. (胴1気ガ口

二通ジノレ 牌ガ和スレバ. fliJ チロガ五II;jとヲ能ク知

Jレ)とある 飲食水谷の受納と述化方面は口と牌

の機能がたがい lζ協力しあう乙 と によって行なわ

れている 牌の精気が口 11:反映されないと気血が

虚少して淡白で光沢なく袋裁になる

以上の乙とから臓脈経絡FI!論と数多くの臨床経

験と実践により臓怖の病問l変化は舌の特定部位と

関連が深い ζ とが明らかとなった つまり舌は基

本的11:舌尖，舌中舌取，青辺の四つに区別され I

それぞれK心肺牌白，腎 HH!:iが配属される

乙れらの臓附の配偶と病変とは関連tl♂が日く臨床

上その{TIII 性が実証されている

舌の運動 舌苔の色沢
¥ 

~~舌

舌診においてこれらの恭本的な理論の枠組みの

中で，舌質と舌苔のi則係を読みとるのがKf則であ

る 舌診を通して五日首六腕の虚実あるいは外界か

らの邪気六淫(風 ・ w ・ 燥 ・ 湿 ・ ;g. ・ 火)の深浅

を}~U解できる

2) 舌診の臨床 (中風の弁証 )

舌診の実際診療の代表例として中風忠者iζ対す

る舌診の応用例を表 1 IC示す 乙の表は天津中医

学院付属第 病院で行われている中風患者の治療

に対する舌診法の例である 向かつて左が中医診

断.右は西医診断となっている 中医学における

脳 1(11管障害は大きく凶つのタイプに分知できる

'1ゴ風は疾病の変化が速いため的確 ICf在1止をとらえ

なければならない このような時，舌は正確にそ

の杭状をあらわすので丙診が非常に蛋裂であると

されている 4 ) 11-1医診断による舌診がどの程度ま

で西民診断の病名と対応するかは『 今後専門病院

での中西医両面からの総合討論とケ ススタディ

およびその統計的処l'Uにまたねばならない (表 1 ) 

舌質の色沢

巻縮
歪斜

."U (I)( )首前ト\科向一\-苔一ー、一よ一ーへ舌古i5紫舌紅己責到j
凄4火 舌淡

佃ræ 淡紅舌

光滑 潤燥 』ト畏3 

事14文 厚薄 1車円

点車1) (f>lJu(垢 右肝ßIJ

痩璃 加J i富 左ijl 胆

IÞド大 d心 Il<Ií

舌の形態 舌苔性状 部位の変化

図 1 舌診の要因升析図 C K J 法による)
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図 2 舌診客観化のフローチャ ト

3 ) 舌診の要因分析

中医学における舌診に理論および実際診療を多

面的に検討し， K J 法 (K 川喜閏 J 次郎の仮

説発想法)を応用して要因分析を行な った 舌診

を入力 I 弁証結果を出力とすると その間がし、わ

ゆるブラ y クボックスとなる ブラックボックス

内の嬰因としては図 J (L示すように舌質の色沢

舌苔の色沢，舌の運動。部位の変化，舌苔の性状 l

舌の形態なとが考えられる このように舌診は，

複雑な要因がからみあっているため客観化はなか

なか困難である 舌質は 18の嬰素、舌苔はおの嬰

索lζ分頬される 日常臨床では乙れらの舌質と舌

苔の組合わせによ り 48種額の舌診パタ ンに分類

されているが，大きくは淡白舌群 紅舌群!紅終

舌と黄苔舌討，紅舌と黒苔舌群 1 紫舌と背舌群の

5 型tζカテコリー化できる 8.! 1) 

舌診の埋論および臨床上の有用性は古来みとめ

られてきたが，要因分析で明らかK したように!

複雑な要素を組み合わせた診断(弁証施治)であ

るため?長い経験と直観力が強く嬰求される そ

乙で要因分析のなかで診断上もっとも重要と思わ

れる要素(舌の色沢)をとりあげ，その客観化の

可能性について検討した

皿 舌診の客観化のための方法

1)客観化の 7 ロチャ 卜

舌診客観化のフロ チャ トを図 2 (L示す

偏鵠伝 1 <:: í病之応ハ大表ニ見ノレ」とあ り 2 古代

では 「察色」 を重視していたζ とがわかる

中医学では「色」と 「沢」 を区別しており。

「色J (青 ・赤・黄・白・黒〕は色相， í沢」

(舌の澗燥鮮明さ， 11音さなど ) は明度・彩度に相

応するするものと考えられる

森羅万象は問有の色をもっている 色彩学では 1

照明 (光源) をあてて目でものをみたとき，光源

からの光エネノレギ が物体にあたり!そ乙から反

射したエネ Jレギ量(明るさ〕と質(色)の関係

を色相 (H ) ，明度 ( V ) ，彩度 (C) の三間性

lこよって表示し!座標系(マンセル色立体) 1<::位

置つける



明治鈍灸医下 創刊号 21-32 (985) 

図 3 プリント条件目変化によ る舌写真由相違

センターを中心ι.，';-緑 (νアン]、Þ1(イエ口一)、亦紫(マセンタ)、濃度

をそれぞれ l メ ε ザ サつブフスマイナス!こゾフ 1 させてプリントした写点である。

回日的ι も色の変化が宇1)別できるe したが勺て，r;写点による丹診の判定にはフリ

ト 条刊 を一定にする必要があ る。
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26 録灸医学における舌診の客観化について

人間の目で肌や舌の色調をみる乙とを倒覚比色

と い う 察色(肉 l恨 {ζよる色沢の識別)は白いわ

ば此制感度11 11線 と い うフィ ノレターをかけて「色」

(校長)を判別している ζ ととなり ! そ乙にいく

つかの間組がある つまり l 判別能力 1<:個人差が

あり I 測定値もばらつき， 再現伯が惑い ζの点 I

光電管の目で肌や舌をみる光I日比色法は，光源，

光のあて方 ! 観測法が一定であれば，個人差 i 年

令差，熟達度の別なく，人間の目の数十倍の機能

で舌の色を客観的陀計 1止する ζ とができる 色を

客観的 1<: はかるには， fJ:準光を阻射し， m- られた

分光特性曲線(反射の程度 ! 性質を曲線で示した

もの)形状を分析すれば その色が肉眼でどのよ

うにみえるかを計算する ζ とができる

東icl'医学の古典に記された「色」の情報は高度

の抽象レベル I [あるため，実地臨床ですく応川で

きない しかし 1 古典的報にもとついて古代人の

肉眼がとらえた「色沢」 を色皮座慨に再現する乙

とはできる

肉lUi l<: よる色相半IJ別は750万個 ，白黒の濃度去

は約1 5-20段階といわれているが l 色莞計Color

and Color difference meter (日本屯色J:業製)

は光源からの光を物体反射させ，その反射光を X ，

Y , Z の特型l をもっフィルタ と光~t1池で電流iζ

かえ，屯気同路 fCmt してElw.\で視感覚 1<:相関する

L , a b の担 II'!:Ë値を同読する方式である

観感lt色(舌診) ，光電比色でパターン認識を

行なった後 f 個体差別 ， 煩型川 [ζ分額 L ，デ タ

をコンビュータ Iζ 入力し ! パタ ←ン認識の精度を

あげるようにする 2 ， 6)

2 ) 舌診の記録方式および記録材料

色差討 (光電比色)を応用した 1ïのパタ ン認

減法 1<: は。 測定へ γ ドを直接舌にめてて色沢をíJ判

定する }j法と舌のカラー写点をとり，写点の色沢

を測定する方法が身えられる

乙れまで多数の被験丹について倹討した結W ，

舌のカラー写真による iJIIJ定は観感比色による臨床

診断との一致率が高く測定仙のバラツキも少ない

己とが明らかとなった そこで写点法による記録

ノヲ式と記録材料について さらに分析検4汁した

画像の記録方式を大きく分けると ， ハードコピー

方式とソフ ト コピ一方式がある 今回はハードコ

ピー方式を係mL ， 光学的書き込み型としてコー

ト紙コピー(写真)を採m した コート紙コピー

(写真)の計測では ， I最影条例 とプ リ ン ト 条件が

解析精度の上で重要な要因となる

写真の搬影条件を一定忙 した切合 i 通 'h'J; プリン

トではネガの情図，服装及び舌を除く皮闘の色沢

などの諸条件 1<: よって光の透過率が乙となり，そ

のため目的の被写体のプリン ト 内容に変化が生じ

てくる ζのため，絞り，ゾヤ y タ 速度，被写

体からの距離，フラ y シュの光i~l， ブイルム感度

室内 11自明の状態をさまざまに組み合わせて!品影す

る乙ととし，1:.れらのデ タを総合的に分析 した

その結果， 180 4007 イ Jレ ム ，シ ャ y タ ー速度

を [/100秒 1 絞り 22とし，被写体の距離を同一構

図下におき ， 1日l一条件下の室内側明下で撮彬する

乙とによって 実際診療とほほ同 レベルの最上

の間像がえられる乙とがわかった

しかし通常のプリン ト では，名ネガごとにプ リ

ント条件の泣いが出てくる 図 3 はセンターを1-1 1

心として各方向。育料(シアン)。黄(イ エ ロー)

赤紫(マゼンタ ) ， 濃度をそれぞれ l メモ リ ずつ

プラスマイナス lζ シアトさせてプリントした結梨

である 明らかに視党的に l その色の変化が判日 ' 1

できる 光電比色では p その差がそのまま数量化

されるので 1 舌診デ タのプリントを被写体と|日l

一色 I [仕上げるためにアジカラ サ ピス ・ 京市

現像所の門会氏の協力をえて，以下のように画像

化する 乙ととした

l 焼干Jn'iの露光条何(光抗 ・ 色 ・ 時|甘1)を一

定にした舌写真プリントを行ない その11寺合わせ

てコントロ ルネガをプ リ ン 1， L ，データとして

保存する

2 次回からのプ リ ン ト は，常 1 <:一定条件で!îi~

影されているか十分ネガのテェ y クを行なったう

えで， M:初のコントロ ノレ才、ガからのプリントを

際準lL.i町き，同一条件戸でプ リ ン 卜 する

以上の険討を通して得た諸条件を納まえて舌の

力ラー勺貞をl最影 L ，色&討によるデー タ処即を
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図 4 舌苔のみられないイヌおよびヒトの舌写真

上段 A ・日 はイヌ白山可~'Jを示し、下段はヒトの苫'1j. 1'Jを示す。 Aはイヌによる

チアノ ゼの変化. Bは突然苫質が黒色E変化した市写真を示す。 c 、口 、 E はヒ

1 の虚証の舌を示す。
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図 5 デジタルカラーメー タ による舌写真由測定結果(図 4 の結果y

行なった

W 舌t舎のデーヲ処理

舌診客観化のためのデータ処型として。図 21ζ

示した フローチャー ト にもとずき 1 同一写山花

対して悦診(視感比色〉と光tE比色(色差計 )の

比鮫検討を í-fなった

研究内容を舌質のJ I 抑i と舌質+舌苔の計測に分

け 日本屯色工業型.~E80デジタルカラ メ ター

をIjl ぃ;正法I'I!論に瓜づく部位(腎 ・ 11* )']・ 左肝 11日・

右肝~Ii ・ 心川i ) についてそれぞれ l 部位20凹 X 10

醐の而U( t l 'を 6 ヶiVfi川定して平均仙を算出し 比

較検討した

とくにl:î!ll +青搭の 111 測ではバ イ オリズムのliQ

点から成人火性37)の苫を午前'1' 1 阿 1 午後 11"1

の計 2 r~1I世影 L ， J [1 2411.';問の tjJでの舌の反応パ

ターン及び i ケ 月Il刊における舌のJx応バタ ンの

時系列的変動を視診(悦!:gc;比色)と色走計で誹割11

IC分4斤した

1 ) 舌質の容飢化舌質の測定写真の代ll.例を

12(141c示す色7'1't討による ~ I 抑| データを1主151C示

す C , D , E は全てヒトの舌であり視診(悦感

比色)では全てæ.よiEと判断できる Cは淡紫 lT舌。

D は淡白舌， E は陰虚舌である ζのうち特ICC

と D は IlfJ[立がほほ|百l じ値を示しているがI 色判1に

おいてi郎、が見られる Cは亦色と青色の陀聞は

あり， Dは赤色と黄色の範囲にある E は D より

も亦色と黄色が強く 明度が暗 くなっている 円で

凡た ( 悦1&\比色)臨床結果とデータ(光.日比色)

とはきわめてよく一致している引

2) ;r，質+舌苔の客観化 F71白+舌苔のテーず

を|ヌ1611:示す 乙の'弓真の中限下町、J弁 ~IH~f以は求

211:d、世坦i りである これらの時系列的反応バター

ンのデジタルカラーメ タ 11:よる測定結出を関 7

iζd、す 図中の臓前fは舌に配列されている峨肝rfl r..

女、tJGL ， 1:より ßilí ・ 心 I 牌 ・口 l 幻H ・ 1m イîllf • 
胆 li\'fの|順 11:なっている ζれらの配ヂIJ されたl隣

府か汚|二のどの百!íI屯にあたるかは前述した泊りで
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?月25 日(午前) 9 月26日(午前} 10月 1 日(午後) 10月 3 日(午前}

図 6 成人女性の一ヶ月間における舌苔・舌質の変動

IJX人女ìtI:37). ~;)一ヶ月 li1J!こおける tむの写山で品 。。特にjし州、別 刷、野ω円子干の訓AI， c~1成か顕著である 。
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図 7 成人女性一ヶ月間におけ る舌の明度および色相の変化

一ヶ月間の舌写真を対象ιデジタルカラーメータで舌診の蹴肝11ζ対応した部位の明

度および色相を測定した 舌苔0)剥離と再成にともない明度と色相民対応 した変化が

みられる
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表 2 舌写真から判読した弁証結果(図日 ) 0 

天井Z中医学院劉公望による舌写真からの判読結果

を示す。

iiト 舌 の弁証

I 温熱傷陰i血、牌虚混熱の経過からさらに陰虚
が重くなる。

2 舌告白眠、湿困牌。

3 混熱が血分に入る。舌質紅offt血c

4 3 と同じ経巡がさらに酷くなる 。

5 4 と同じ経過がさらに酷くなり、舌苔:ftまIJ ‘
陰傷、 胃陰不足ιなる。

6 5 の症状K湿熱も j}1 1わり、陰液{詰耗される 。

7 6 OJ!íE状がさら iζ酷 くなり百陰が大傷される。

8 i昇気がだんだん回復する c 白紙粘、 ì1Jjl~邪、気
虚。

9 さらに胃気浩司ヨ慢する。

IO 舌質紅、斑点紅、薄黄、混凱1Mß~"

12 苔色がうすくなる。 品邪のE主状が回復する。

ある 図左は各脳断部位月I Jの朝j ・伎の明度変化を

示す 縦串1 1 1こ明度. 1黄軌J I に月日をと っている 各

部位とも胡，夜の明度変化iこ!日lーのトレンドがみ

られる 9 月 2 日以後から'句点にみられる抗状に

ともなって舌のAJlJJfが路くなり. 9 月 201 1 をヒ

クとして昨J/j{が回彼して 11月るくなっている これ

は舌苔の剥離と再生，"ともなう J ，と状の変化の結果

と考えられる 舌苔の"IJ離によっ ζ赤味をおびた

舌質が山羽し そのため11月!立は低くなり舌苔の内

生によって明度が内び高くなったものとヰえる

腎，肺 ・ 'L、の変化がとくに大きい

凶中央と右端は各股断百五位別による判と夜の色

相の変化である 縦軸l己色相 ， 附同I} に月 I~ をとっ

ている縦1111の a は赤色・ b は黄色 a は緑色 ・

-bl土高色lζ対応する 供服脈とも赤色の方が黄

色より反応が強くでている 色相の防合は明度と

反対l三舌苔の剥l離にともなって赤色技び茂色が強

くなり，舌苔が回復するとともに反対に赤色，黄

色は薄くなる 特lζ黄色は一部青色IL変化してい

るのもある 舌苔の剥離は特IC肺・心肝・胆 i

腎 IL見られている 色相の変化の上でも明度と同

ーの反応がよみとれる

表 2 はl辺 6 の舌写真に対応した舌の弁託結巣で

ある はじめ湿熱が血分に人り。舌質か:X:Iになり，

陰液が傷耗されて胃陰が大傷し その後す ζ しず

つ回復 してい る

写真J最影で長期的iζ観察した舌苔と舌質の関係

では 舌苔のまIJ離及び I再生 ま たは舌質の紅色への

変化なと複雑な変動がみられ!同一人でありなが

らその時その時の体調によって舌の色沢が微妙陀

乙となることがわかった

乙れらの視診(担感上L色) !Cよる弁証とデゾタ

ノレカラ ー メ ー タ (光市比色)によるデ タはきわ

めて関連性が高いといえる Eのととは同時 Ic lJ1

診(視感比色)による舌診の妥当性をデソダノレカ

ラーメータによってうらつけたとも考える

V まとめ

J) 中医学における舌診出論と実際診療の裂因

分析を通して舌診が舌質の色沢舌苔の色沢!舌

の運動 部位の変化!舌苔の性状?舌の形窓の諸

叫因から成り立っているこ とが明らかとなった

2) 舌診私:制化の対象として!苫の「色沢」を

とりあげ，視診 (制感比色)とデジタノレカラーメー

タ(光電比色)による客観化のフロ チャ トを

作成 した 解析 }j法は舌のl宣俵計測よりハ ドコ

ピー方式による舌写 nのHiWJが最もよく! 写真の

侃f;f;条件とプリント条件を一定 IC L. コントロー

ノレ不ガのプリントを作成する ことで定起化が十分

可能である

3) 舌質!および舌苔の視診(悦感比色) によ

る弁玩とテジダ Jレカラ メ タ 01::電比色) によ

るデータ由一致宇はきわめて高い

4) 写真で舌を長期的に間察したデ タでは

体調によって舌の色沢が微妙に変化する時系列的

以応パター ンをち観的に ;1 測化で き ると とがわ

かっ tこ

以上の IJX:Wを:illiして舌診客観化についてある科
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度の見通しをえる乙とができた

ζ の研究を行なうに際し号舌診の判|読には天津

中医学院劉公望氏の多大な御協力を得ました ま

た写真の現繰処理ILI J:W門的な立明からフジカラー

サ← ヒ'ス京都現i駒羽門jJJ';J氏の御|品j)を得ました

乙乙 IC深長なる感謝の意を表します

なお本論文の一部は第35回全 日本鎖灸学会にお

いて発表した
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